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はじめに

ナガエツルノゲイトウ，アレチウリ，
帰化アサガオ類…。日本の農地で甚大
な被害をもたらしている雑草の多くは
外来種だ。もし自分が管理している農
地に見慣れない外来雑草が生えていた
としたら，あなたはその種を理解する
ために，インターネットでどのような
情報を検索するだろうか。例えば，植
物の分類群（科）や生活型（一年生，
二年生，多年生），繁殖期，分布域が
思いつく。では，どこの地域からその
種が日本に来たか（以下，「原産地域」）
は気にしたことがあるだろうか。

私たちの研究グループは，身近に生
えている雑草数百種の開花スケジュー
ルが，その雑草の原産地域に大きく影
響を受けていることを発見した（図
-1）。具体的には，春に咲く外来雑草

のほとんどがヨーロッパ原産である一
方，秋に咲く雑草は北米原産が多かっ
た。驚くべきことに，この傾向は，科
や生活型といった開花時期に影響を与
える特徴を考慮してもなお一貫してい
た。つまり，同じ科や生活型であって
も原産地域によって開花時期が異なる
ということだ。

この研究は，興味深い現象を発見し
ただけでなく，外来生物の形質を考え
る上で，原産地域の情報を考慮するこ
とが重要である可能性も示している。
以下，私たちが昨年発表した研究内容

（Maruyama et al. 2024）を解説する。

外来雑草に故郷の面影は
あるか

外来生物は，農林水産業や在来生態
系に被害を与えることがあるため，そ
れらの定着や分布拡大の要因を探る

研究が行われてきた ( 例えば，Pyšek 
and Richardson 2007)。ある地域の
外来生物群集は，元々それぞれの原産
地域の環境に適応してきた生物の集ま
りだ。それゆえ，侵入地においても，
原産地域の形質をそのまま引き継いで
いるかもしれない。しかし，外来生物
は，侵入の過程で環境に適応した種が
生き残ると一般的に考えられており，
形質を原産地域と結び付ける考え方は
ほとんど検証されてこなかった。

そこで，私たちは，日本の外来雑草
の開花時期に着目して「原産地域が形
質パターンに影響を与えている」とい
うアイデアを検証した。日本は穀物の
輸入などを通じてヨーロッパや北米を
はじめさまざまな大陸から多くの雑草
が侵入しているため（図 -2），原産地
域の効果を検証しやすいと考えた。

グローバルな外来雑草が織りなす
日本の花景色
ー春の花はヨーロッパ原産，秋の花は北米原産が多いー

図 -1　研究の概要。春に咲く雑草はヨーロッパ原産が多く，秋に咲くのは北⽶原産が多い。図-1 研究の概要。春に咲く雑草はヨーロッパ原産が多く，秋に咲くのは
北⽶原産が多い。
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置かれた場所でいつ咲くか

ま ず， ① 国 内 の 外 来 雑 草 537 種
を網羅した図鑑データベース（清水
ら 2001; 植 村 ら 2015）， ② １ 年 間
９地点，延べ 234 回にわたる現地調
査，そして③市民ボランティア（東
大農場・演習林の存続を願う会）が
25 年間毎月行った植物調査（詳細は
Maruyama et al. 2023）の３つの方法
で開花時期のデータを集めた。そして，
それぞれのデータで，種ごとの開花時
期を説明する要因を分析した。すると，
①～③どのデータセットでも，原産地
域ごとに開花時期は異なる傾向がある
と分かった（図 -3）。具体的には，日
本に生育する外来雑草は，春咲き（3
月～ 5 月）はヨーロッパ原産，秋咲き（9
月～ 11 月）は北米原産が多くなって
いた。この傾向は，開花時期を決定す
ることが知られている他の要因，科や
生活型を考慮しても見出せた。例えば，
同じキク科でも，春に咲くセイヨウタ

ンポポやブタナはヨーロッパ原産で，
秋に咲くオオブタクサやハルシャギク
は北米原産だ。また，虫媒花の多いキ
ク科でも風媒花だけのイネ科でも，同
様のパターンが見られた。

では，なぜこのような不思議なパ
ターンが見られるのか。私たちは，原
産地域（ヨーロッパや北米）の時点で
開花時期がそもそも異なっていて，そ
の開花期が侵入地（日本）でも変化し
ていないのではないかと考えた。この
仮説を検証するために，ヨーロッパと
北米の農耕地や都市部の在来雑草の開
花時期を文献で調査した。すると，仮
説を裏付ける結果が得られた。つまり，
ヨーロッパと北米ではそもそも雑草の
開花時期が違っており，日本に侵入し
てもなお原産地域による開花特性を維
持していた。

まとめ

植物の開花時期を含めた外来生物の
持つ形質を，侵入起源である原産地域

と結び付ける考え方はこれまでほとん
どなかった。原産地域の情報を知るこ
とは，日本に侵入してくる生物の予測
や評価など，外来生物の適切な管理に
役立つ可能性がある。外来雑草を見か
けたら，「どこから来たのか」を気に
してみてほしい。
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図 -2　⽇本の外来雑草の原産地域と種数の割合。
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図-2 ⽇本の外来雑草の原産地域と種数の割合。
ヨーロッパと北⽶原産が多い。

図 -3　	市⺠ボランティアの野外調査による外来雑草の原産地別の⽉ごと
の開花種数。他の調査からも同様の傾向が⾒られた（図は省略）。
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図 市民ボランティアの野外調査による
外来雑草の原産地別の月ごとの開花種数。
他の調査からも同様の傾向が見られた（図
は省略）。
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